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あの雲の向こうに
　５月21日、清和高原天文台で行われた金環日食
の観測会。しかし、当日の天文台上空は曇り空。
　　　　次回、熊本での観測は約300年後という、
　　　　　　奇跡の瞬間は見ることができたので
　　　　　　　 しょうか？（５ページに関連記事）
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Contents主な内容
４～５Ｐ …矢部高校全国へ、金環日食 17Ｐ………すくすく育て
12～13Ｐ …まちの話題 20Ｐ………春の叙勲
16Ｐ ………子育てフェスタ・４歳児歯科健診

春の叙勲春の叙勲 　長年にわたって各分野の進展に尽力、
その功績が認められて平成 24 年春の叙
勲を受章したお二人を紹介します。

　1967（昭和 42）年、矢部町消防団に入団。部長、
分団長などを経て、94 年矢部町消防団長に就任。
98 年に退団するまで 31 年間にわたり、旧矢部町
の地域防災と災害対応に尽力しました。
　88（昭和 63）年５月に起きた集中豪雨災害では、
甚大な被害の出た中島地区や下矢部西部地区での
夜を徹した作業や、多くの災害や火災などで身を
ていして作業を行いました。さらに、団員時代に
ポンプ車操法で、郡大会に３回、県大会に２回出
場。団長時代には、
島木地区女性消防
隊の全国操法大会
出場にも携わりま
した。
　受章にあたり
「先輩、団員や地
域の皆さんの協
力、そして家族の
理解があったから
こそ務めることが
できた。」と感謝
していました。

　1965（昭和 40）
年、愛知県警拝命。
74年熊本県警に移
り、山鹿、水俣な
ど７つの署をまわ
りました。91 年か
ら３年間は旧矢部
署配属となり、清
和駐在所で勤務さ
れました。99 年に
退職するまで、派
出所・交番勤務、
地域をパトロール
す る 110 番 パ ト
カー勤務など、事件事故現場、そして地域住民に
一番近い現場一筋の約 37 年間でした。迅速な初
期捜査活動と、綿密な現場観察を行ってきた田代
さん。強盗事件など事件解決の功績が認められ、
愛知・熊本の両県警から「賞誉」という表彰を受
けるほどのスペシャリストである一方、駐在所勤
務などで住民からの相談を親身になって受ける、
優しく、心熱い警察官でした。

　熊本県乾しいたけ品評会の表彰式が、５月 26 日、
春のしいたけ祭りが行われた熊本県椎茸農業協同
組合で行われました。
　この品評会には、「700g の部」と「大箱の部」
に 155 点の出品があり、シイタケの形状、色艶、
乾燥の良否、品揃えなどが審査されます。
　「700g の部」で、最高賞である農林水産大臣賞に、
大濵静昭さん（郷野原）が選ばれました。
　大濵さんは「良質なものを栽培するために、天
候などにとても気を遣った。受賞の報を聞いたと

きはとてもうれしかった。」と感想を語ってくれま
した。
　また、同じ 700g の部で大庫今朝則さん（仮屋）
が２等賞に、大箱の部で中村栄一さん（塩出迫）
が奨励賞に輝いています。
　この品評
会の上位入
賞者は、７
月に大分県
で開催され
る全国椎茸
品評会に県
代表として
出品されま
す。
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消防功労元矢部町消防団団長

山下 正信さん　上寺
警察功労元熊本県警警部補

田代 善弘さん　貫原

大濵静昭さん（左）と夫人の美幸さん
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